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平成 30年度決算に基づく財政健全化審査意見について 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律(平成 19年法律第 94号)第３条第

１項の規定により審査に付された平成 30年度下田市健全化判断比率及びその

算定の基礎となる事項を記載した書類を審査したので、その結果について次の

とおり意見書を提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成30年度財政健全化審査意見 
 

１ 審査の対象 

平成 30年度 下田市健全化判断比率 

(1) 実質赤字比率 

(2) 連結実質赤字比率 

(3) 実質公債費比率 

(4) 将来負担比率 
    

算定対象 

一般会計等以外の特別会
計のうち公営企業に係る
特別会計以外の特別会計

公営事業会計

一般会計

国民健康保険事業

介護保険

後期高齢者医療

下田駅前広場整備事業
公共用地取得

一般会計等 一般会計等に属する特
別会計

 
 

２ 審査の実施期間 

令和元年７月 19日から令和元年８月６日まで 

 

３ 審査の方法 

  健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類について、 

次の項目に主眼を置き審査した。 

(1) 法令等に照らし健全化判断比率の算定過程に誤りがないか。 
(2) 法令等に基づき適切な算定要素が健全化判断比率の計算に用いられてい 
るか。    

(3) 健全化判断比率の算定の基礎となる事項を記載した書類等が適正に作成 
されているか。 

(4) 客観的事実の妥当性を判断した上で健全化判断比率の算定を行う場合に 
おいて公正な判断が行われているか。 

 

４ 審査の結果 

  審査に付された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した 

書類は、いずれも法令等に準拠して作成され、その算定は適正であるものと 

認められた。 

 

 

 

 



 

平成30年度決算に基づく健全化判断比率 
                                                （単位：％） 

29 28 27 26

①実質赤字比率 － － － － － 14.42 実質赤字比率なし

②連結実質赤字比率 － － － － － 19.42 連結実質赤字比率なし

③実質公債費比率 7.3 7.0 7.3 8.6 10.2 25.00 ３か年平均

④将来負担比率 60.1 38.9 45.7 56.8 52.8 350.00

　　　　　　　年度

健全化判断比率

30
早期健全
化基準

参　　　　　考
備　　考

 

(1) 実質赤字比率は黒字により数値なしとなっており、早期健全化基準の
14.42％と比較すると健全段階となっている。 

(2)連結実質赤字比率は黒字により数値なしとなっており、早期健全化基準の

19.42％と比較すると健全段階となっている。 

(3) 実質公債費比率は 7.3％で、早期健全化基準の 25.00％と比較するとこれ
を下回っているが、前年度に比べ 0.3ポイント悪化している。 

(4) 将来負担比率は 60.1％で、早期健全化基準の 350.00％と比較するとこれ
を下回っているが、前年度に比べ 21.2ポイント悪化している。 

 

５ 意見・要望 

平成 30年度の健全化判断比率算定における実質赤字比率及び連結実質赤

字比率は、赤字額がなく、実質公債費比率及び将来負担比率の算定において

も早期健全化基準を下回る結果となり、特に指摘すべき事項はないが、単年

度の実質公債費比率 7.7％（対前年：0.4ポイント増）は、前年度に引き続き

悪化している。今後、新庁舎建設、中学校再編、清掃センター建設など大規

模な事業が予定されているなか、市内経済の改善がみられないうえ、人口減

少に伴う地方交付税や各種市税の減が見込まれ、将来への負担は一層厳しく

なることが予想される。こうした喫緊の課題に直面する現実を直視し、一層

の財政健全化に努められたい。 

 


